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Ⅰ	�はじめに

　糖尿病や肥満といった生活習慣病は，身体活動の低

下や栄養状態の変化がその発症や治療状況のみなら

ず，予後にも関連することから，フレイル，特に身体

的フレイルと生活習慣病が関連することは容易に想像

できる。本稿ではフレイルと生活習慣病との関連や，

生活習慣病治療がフレイル予防に関わるかについて，

糖尿病と高血圧を中心に，これまでの知見を元に概説

する。

Ⅱ	生活習慣病とフレイルとの関連

1 糖尿病
　糖尿病は，インスリン抵抗性や炎症などを介して身

体的フレイルを進展させ，結果として要介護，死亡

リスクを上昇させることが理論的には考えられるが

（図 1）1），臨床的にもその関係を裏付ける報告が蓄積

しつつある。

　糖尿病とフレイルの関係について，いくつかの前向
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　糖尿病はインスリン抵抗性や炎症，高血糖などを介

して身体的フレイルを発症または進展させると考えら

れるが，血糖コントロール状態（HbA1c）とフレイ

ルは U字型の関連を示す。血糖管理については，イ

ンスリン抵抗性改善薬が身体的フレイル進展抑制に作

用する可能性がある。高血圧とフレイルの関連につい

ては一定した見解はないが，血圧管理においては，フ

レイルが重症になると厳格な降圧がかえって予後不良

となる可能性があり，注意する。保存期慢性腎臓病

（CKD）では，病期の進行とともにフレイルの頻度が

増加して予後不良と関連し，運動・栄養管理が身体的

フレイルの進展を予防する可能性がある。
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